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楽
し
く
和
や
か
に 

第
15
回
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
に
親
し
む
会 

 

北
部
コ
ミ
セ
ン
の
自
主
事
業
「
第
15
回
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
に
親
し
む
会
」
が
９
月
16
日
（
水
）
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。 

 

天
候
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
当
日
は
曇
り
空
で
、

岩
手
山
も
姿
を
見
せ
、
暑
く
な
く
ス
ポ
ー
ツ
に
は
ち
ょ

う
ど
い
い
天
候
で
し
た
。
参
加
者
は
23
名
。
北
部
地
域

の
老
人
ク
ラ
ブ
や
北
の
湯
利
用
者
、
市
内
の
愛
好
家
の

皆
さ
ん
で
す
。 

そ
し
て
今
年

も
北
部
コ
ミ
セ

ン
に
ほ
ど
近
い

福
祉
施
設
「
み

や
ま
」
か
ら
数

名
の
参
加
が
あ

り
会
を
盛
り
上

げ
て
下
さ
い
ま

し
た
。 

 

午
前
９
時
ス

タ
ー
ト
。
北
部

コ
ミ
セ
ン
前
の

芝
生
の
前
庭
と

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

場
に
８
ホ
ー
ル

の
コ
ー
ス
を
設

定
し
、
８
グ
ル

ー
プ
で
２
ラ
ウ

ン
ド
し
ま
し
た
。 

そ
れ
ぞ
れ
の

グ
ル
ー
プ
の
班

長
兼
お
世
話
役

を
、
競
技
に
慣

れ
た
方
々
に
お

願
い
し
て
、
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
も
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。 コ

ー
ス
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
「
す
ご
～
い
」」「
や
っ

た
～
」
「
あ
～
惜
し
い
！
」
の
声
が
上
が
り
ま
す
。
ホ

ー
ル
イ
ン
ワ
ン
に
は
拍
手
と
歓
声
で
す
。 

 

前
庭
で
は
大
き
な
庭
石
や
ツ
ツ
ジ
の
株
が
程
よ
い

障
害
物
と
な
り
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
は
長
い
距
離
の
ホ

ー
ル
が
設
定
さ
れ
て
い
て
、
初
級
者
・
上
級
者
と
も
楽

し
み
な
が
ら
も
、
真
剣
に
狙
い
を
定
め
て
ク
ラ
ブ
を
振

る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。 

 

成
績
上
位
者
に
は
賞
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。 

◆
成
績
（
敬
称
略
） 

◇
１
位 

玉
川
光
雄
（
い
ず
み
巣
子
）
42
打
◇
２
位 

細
越
栄
二
（
巣
子
）
42
打
◇
３
位 

新
里
千
絵
（
み
や

ま
）
46
打 

 

フ
ー
ド
バ
ン
ク
に
ご
協
力
を 

つ
い
つ
い
買
い
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
も
の
や
、
お
中
元

な
ど
で
い
た
だ
い
て
そ
の
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
も
の

な
ど
の
食
料
品
を
寄
付
し
て
い
た
だ
い
て
、
生
活
に
お

困
り
の
方
な
ど
に
無
償
で
提
供
す
る
活
動
が
フ
ー
ド

バ
ン
ク
で
す
。 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
フ
ー
ド
バ
ン
ク
岩
手
の
活
動
で
、
市
社

会
福
祉
協
議
会
を
通
じ
て
、
北
部
コ
ミ
セ
ン
に
も
協
力

依
頼
が
あ
り
、
食
料
品
寄
付
の
窓
口
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

〇
条
件 

賞
味
期
限
が
一
か
月
以
上
の
も
の
で
、
常
温

保
存
可
能
な
も
の
。
未
開
封
で
賞
味
期
限
の
記
載
が
あ

る
も
の
。 

〇
食
料
品
例 

・
缶
詰
類
（
サ
バ
缶…

）
・
瓶
詰
（
さ

け
フ
レ
ー
ク…

）・
レ
ト
ル
ト
食
品
（
カ
レ
ー…

）・
乾

麺
（
そ
う
め
ん
・
カ
ッ
プ
麺…

）
・
乾
物
類
（
ふ
り
か

け…

）
な
ど
な
ど
。 

 

ご
家
庭
で
眠
っ
て
い
る
食
料
品
が
あ
り
ま
し
た
ら

是
非
北
部
コ
ミ
セ
ン
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。 

        

 
北
部
コ
ミ
セ
ン
通
信 

※
１
位
２
位
は
同
点
で
す
が
、
玉
川
さ
ん
に 

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
が
あ
り
優
勝
で
す
。 
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〇
月
〇
日 

く
も
り 

 

レ
ジ
オ
ネ
ラ
属
菌
検
出
で
北
の
湯
が
お
休
み
に
な

っ
て
一
か
月
に
な
る
。
こ
と
の
顛
末
を
記
し
て
お
こ
う

と
思
う
。 

 

「
水
質
検
査
で
、
微
量
の
レ
ジ
オ
ネ
ラ
属
菌
が
検
出

さ
れ
た
」
と
の
一
報
が
、
北
の
湯
の
保
守
点
検
業
務
を

お
願
い
し
て
い
る
業
者
さ
ん
か
ら
入
っ
た
の
は
９
月

４
日
の
夕
方
だ
っ
た
。
こ
の
日
は
金
曜
日
で
、
北
の
湯

は
賑
わ
っ
て
い
た
。 

 

す
ぐ
に
北
部
コ
ミ
セ
ン
を
管
轄
す
る
市
の
地
域
づ

く
り
推
進
課
に
報
告
。
市
か
ら
県
央
保
健
所
に
報
告
。

当
面
、
北
の
湯
は
開
設
で
き
な
い
こ
と
は
明
白
だ
っ
た
。 

 

お
風
呂
か
ら
上

が
っ
て
き
た
人
に

は
、
来
週
か
ら
し

ば
ら
く
北
の
湯
は

お
休
み
に
な
る
こ

と
を
伝
え
、
す
で

に
入
浴
し
て
帰
っ

た
利
用
者
、
ま
だ

来
て
い
な
い
常
連

さ
ん
に
は
電
話
で

そ
の
旨
を
伝
え
た
。

夕
方
北
の
湯
に
や

っ
て
き
た
方
々
に
は
お
引
き
取
り
を
願
っ
た
。 

 

土
日
を
は
さ
ん
で
、
月
曜
日
の
午
前
中
に
保
健
所
の

立
ち
入
り
検
査
が
入
っ
た
。
保
健
所
か
ら
２
名
、
市
地

域
づ
く
り
推
進
課
１
名
、
保
守
点
検
業
者
１
名
、
塩
田

と
で
、
北
の
湯
の
概
要
、
お
湯
張
り
・
排
水
ま
で
の
流

れ
な
ど
を
塩
田
が
説
明
。
現
場
に
い
っ
て
、
保
守
点
検

の
概
要
を
業
者
か
ら
聞
き
取
り
な
ど
が
行
わ
れ
た
。 

 

塩
田
に
は
浴
槽
の
滅
菌
用
塩
素
の
濃
度
測
定
・
記
録

が
、
業
者
に
は
高
圧
洗
浄
車
の
年
１
回
使
用
な
ど
が
求

め
ら
れ
た
。 

 

翌
火
曜
日
、
業
者
に
よ
る
徹
底
し
た
浴
槽
配
管
滅
菌

洗
浄
作
業
が
行
わ
れ
た
。
高
圧
洗
浄
車
も
準
備
さ
れ
、

配
管
を
洗
っ
て
ゆ
く
。
作
業
後
、
浴
槽
に
水
を
張
り
採

水
し
て
水
質
検
査
セ
ン
タ
ー
に
再
検
査
を
依
頼
し
た
。 

 
結
果
は
合
格
。
レ
ジ
オ
ネ
ラ
属
菌
は
検
出
さ
れ
な
か

っ
た
。 

市
地
域
づ
く
り
推
進
課
は
、
再
発
防
止
の
た
め
の
報

告
書
や
計
画
書
に
検
査
書
を
添
え
て
、
保
健
所
に
書
類

を
提
出
し
た
。
現
在
、
保
健
所
、
そ
し
て
市
か
ら
の
Ｇ

Ｏ
サ
イ
ン
を
待
っ
て
い
る
状
況
だ
。 

 

こ
の
間
、
開
設
日
の
火
曜
日
と
金
曜
日
に
は
「
ま
だ

休
み
？
」
「
再
開
は
い
つ
頃
？
」
と
の
問
い
合
わ
せ
の

電
話
が
入
る
。 

利
用
者
の
皆
さ
ん
に
は
ご
不
便
ご
迷
惑
を
お
か
け

し
て
本
当
に
申
し
訳
な
い
の
だ
が
、
北
の
湯
が
愛
さ
れ

て
い
る
こ
と
、
必
要
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
実
感
す
る

日
々
だ
。 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

（
塩
田
） 

                           

 

北の湯は休止中です。 

再開の運びになりましたら、ホームペー

ジ、お電話等でお知らせします。 

ご不便をおかけし申し訳ありません。 

 

 

介護予防施設 
毎週火・金曜日 午後１時～５時 

無料 概ね６５歳以上の滝沢市民対象 

北
コ
ミ
日
記 

 

こ
れ
が
再
検
査
合
格
の
証

だ 
２４節気 72候 寒露 菊花開く きっかひらく 

菊の花が咲きはじめるころ。菊は初め薬草として、奈良時代

に中国から伝わったとか。  ◇日本の七十二候を楽しむ（東邦出版）より 


